
　○２０１７年（平成29年） 九州管内港湾におけるクルーズ船寄港回数　［２０１７年１月の速報値］

平 成 ２ ９ 年 ２ 月 １ ６ 日

九 州 地 方 整 備 局

各港における１月までの寄港回数（計：５４回） ※寄港回数は平成29年2月1日現在の速報値であり、後日変更される場合があります。

港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数 港湾名 寄港回数

博　多 20 回 佐世保 5 回 八　代 2 回 別　府 1 回 宮　崎 1 回

長　崎 20 回 鹿児島 3 回 下　関 1 回 油　津 1 回

九州クルーズレポート （２月号）

２０１７ 年 １月のクルーズ船寄港回数は、５４回 （ 前年同期比 １．６４倍 ）

【問い合わせ先】

国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部

港湾物流企画室長 河野 正文 （かわの まさふみ）

課長補佐 名里 健吾 （なざと けんご）

TEL：092－418－3340 （代表）

TEL：092－418－3379 （直通） FAX：092－418－3037

（単位：回）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1～12月
合　 計

1月
1～12月
合　 計

外国船社 9 12 9 38 52 53 68 80 59 59 32 26 497 16 965

日本船社 5 1 7 5 5 8 15 7 1 20 4 1 79 27 489

計 14 13 16 43 57 61 83 87 60 79 36 27 576 43 1,454

外国船社 30 23 45 59 82 72 87 82 64 64 57 50 715 37 1,444

日本船社 3 0 8 9 11 5 11 5 8 29 6 4 99 15 574

計 33 23 53 68 93 77 98 87 72 93 63 54 814 52 2,018

外国船社 51 66

日本船社 3 27

計 54 93

外国船社 1.70 1.78

日本船社 1.00 1.80

計 1.64 1.79

出典：港湾管理者からの聞き取りに基づき九州地方整備局で作成

前　 年
同期比

クルーズ船の
寄  港  回  数

参考：全国九州管内　（山口県下関港を含む）
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＜九州クルーズトピックス  （１月）＞

●博多港 「クルーズセンター」 利用者100万人突破！中央ふ頭で岸壁整備も進行中！

船の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズシップ・コレクション 2016・2017」

博多港(福岡市)は、2016年のクルーズ客船寄港回数が全国１位となる328回を記録（過去最高）
し、その４分の３にあたる約250回は同港中央ふ頭の西側岸壁に着岸しております。

100万人目の利用者（写真中央・白コート）とその家族、関係者ら
岸壁延伸工事 （全景）

岸壁延伸工事 （ジャケット据付）

博多港 中央ふ頭 （ふ頭左側が西側岸壁）

クルーズセンター （中央ふ頭）

中央ふ頭の 「クルーズセンター」 は、クルーズ客船で博多港
へ来日する外国人観光客の出入国審査や税関審査などを
行う施設として2015年5月に開設され、1月16日に同セン
ターの利用者が100万人を超えました。
利用者100万人目は、イタリアのクルーズ客船 「MSCリリ
カ」（65,591㌧）の乗客で、関係者から博多献上扇子や
同船の名前が入った帽子などの記念品や花束が贈られました。
また、中央ふ頭の西側岸壁では、現在、既存岸壁の延伸
工事が進行中で、本工事では通常の重力式より工期短縮
が可能となるジャケット工法の桟橋式を採用、1月19日には
ジャケット据付工事が行われ、岸壁延伸部分が海面に現れ
ました。
これまで博多港では、日本に寄港するクルーズ客船としては
最大級の 「クァンタム・オブ・ザ・シーズ」（16万㌧級）を同
港箱崎ふ頭で受け入れてきましたが、本整備が完了すれば、
利便性の高い中央ふ頭での受入が可能となります。
博多港のホームページによると、「クァンタム・オブ・ザ・シーズ」
の中央ふ頭初寄港は5月を予定しているとのことです。

2017年1月19日撮影

2017年1月19日撮影



港湾名 寄港回数 乗船客数 港湾名 寄港回数 乗船客数 港湾名 寄港回数 乗船客数

博　多 20 回 52,170 人 鹿児島 3 回 5,988 人 別　府 1 回 449 人

長　崎 20 回 49,524 人 八　代 2 回 9,600 人 油　津 1 回 4,203 人

佐世保 5 回 6,026 人 下　関 1 回 1,112 人 宮　崎 1 回 417 人
※寄港回数及び乗船客数は、平成29年2月1日現在の速報値であり、後日変更される場合があります。

※乗船客数は、一部の港湾において概数表記されている場合があります。

●日本船社のクルーズ客船 「にっぽん丸」 が宮崎港へ今年初寄港！

今年初寄港した 「にっぽん丸」 （宮崎港） 「橘太鼓 響座」による太鼓演奏

宮崎市の宮崎港に１月５日、日本船社のクルーズ客船 「にっぽん丸」（22,472㌧）が寄港しました。
宮崎県内で国内外クルーズ客船が寄港する代表的な港湾は宮崎港以外にも油津港、細島港とあります
が、宮崎県内へ今年初めてクルーズ客船が寄港したのは、他港に先駆け、宮崎港となりました。「にっぽん
丸」 にとっても今年初の国内周遊クルーズであり、神戸港出港後、宮崎港へ寄港しました。
宮崎港へ寄港した際は、集まった県民が手を振って迎え、花束贈呈や「橘太鼓 響座」による力強い太
鼓演奏などの歓迎セレモニーもあり、乗客約380名は写真を撮ったり、拍手を送ったりして楽しんでいました。
下船した乗船客らは、宮崎神宮や江田神社、堀切峠などを巡る各コースに分かれ、宮崎市内を５時間
ほど観光後、「にっぽん丸」は次の寄港地、広島県の尾道糸崎港へ向け出港しました。

●外国船社のクルーズ客船、２０１７年元旦より寄港を開始！九州の３港湾へ！

今年の元旦に八代港へ寄港した

「クァンタム・オブ・ザ・シーズ」

新年幕開けの日となる１月１日、日本へ寄港するクルーズ
客船としては最大級となるロイヤル・カリビアン・インターナショナ
ル社の「クァンタム・オブ・ザ・シーズ」（168,666㌧）が熊本
県の八代港へ 、長崎重工業長崎造船所で建造されたプリン
セス・クルーズ社の 「サファイア・プリンセス」（115,875㌧）が
長崎港へ、昨年７月より運行を開始した中国の新興クルーズ
船社ダイヤモンドクルーズ社の「グローリー・シー」（24,318
㌧） が長崎県の佐世保港へ寄港しました。

（参考） 九州管内港湾におけるクルーズ客船寄港回数と乗船客数 [１月実績]


